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文
章
の
文
法

1. 次の文章を読んで、文章全体の内容を考えて、 1  から 5  

の中に入る最もよいものを、1・2・3・4 から一つ選びなさい。
1

　私は 2
は た ち

0 歳になるまで雪を見たことがありませんでした。私の

国は一年中暑くて、雪は 1  降らないからです。だから、い

つか日本に行って、雪を  2  と思っていました。

　去年、日本政府から奨学金をもらって、秋田大学で勉強するこ

とになったときは本当にうれしかったです。なぜなら、秋田県は

東北地方にあって、雪がたくさん降る所として有名だからです。

　私が秋田へ行ったのは雪が最も多い２月です。初めて見る雪は

白くて、軽くて、本当にきれいでした。そして、大学の先生がそ

の時行われていた「かまくら祭り」に  3  。「かまくら」は

雪で作られた丸い家のようなものです。「かまくら」の大きさは

高さ３メートル、直径３メートルぐらいで、大人が６人ぐらい

入れるものもありました。「かまくら」の中に入る前、こんな雪

の中はきっと冷たくて寒いだろうと思いましたが、  4  ので、

びっくりしました。電気の代わりに、ろうそくの火が使われてい

て、とても心が落ち着きました。みんなでおもちを食べたり、甘

酒を飲んだりして過ごしました。この日は長い間の夢が実現して

うれしかったです。また  5  、ぜひ行こうと思っています。

1  

１　まったく ２　あまり

３　なかなか ４　たいして

2  

１　見てみたいはずだ  ２　見てみるためだ

３　見てみたいものだ ４　見てみるにきまっている

3  

１　連れて来させられました 

２　連れて行ってくださいました

３　連れて行っていただきました

４　連れて来させていただきました

4  

１　外ほど暖かくはなかった ２　外と比べてすごく寒かった

３　外と同じくらいだった ４　外よりずっと暖かかった

5  

１　機会があったら ２　機会を作ったら

３　機会がなくても ４　機会を持っても

答え：1-1、2-3、3-2、4-4、5-1
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◆答えるための解説 ◆読むための解説

1  ２・３・４　一
いち

年
ねん

中
じゅう

暑
あつ

い国
くに

では雪
ゆき

が全
ぜん

然
ぜん

降
ふ

らないので、×

2  ２　夢
ゆめ

や希
き

望
ぼう

を表
あらわ

す表
ひょう

現
げん

ではないので、×

３　長
なが

い間
あいだ

抱
いだ

いていた夢
ゆめ

や希
き

望
ぼう

を表
あらわ

すときの表
ひょう

現
げん

なので、○

４　 話
はな

し手
て

が、第
だい

三
さん

者
しゃ

についてのことを確
かく

信
しん

している言
い

い方
かた

な

ので、×

3  １　使
し

役
えき

受
うけ

身
み

形
けい

なので、×

２　連
つ

れて行
い

ってくれた人
ひと

は先
せん

生
せい

なので、○

３　 「先
せん

生
せい

に祭
まつ

りに連
つ

れて行
い

っていただきました」が正
ただ

しい言
い

い

方
かた

なので、×

４　「連
つ

れて来
き

た」人
ひと

は私
わたし

ではないので、×

4  １・２・３　冷
つめ

たくて、寒
さむ

いという予
よ

想
そう

と反
はん

対
たい

ではないので、×

5  ２　「機
き

会
かい

を作
つく

って」「機
き

会
かい

があれば」などが正
ただ

しい言
い

い方
かた

なので、×

３　機
き

会
かい

がなければ、行
い

かないので、×

４　「機
き

会
かい

を持
も

っても」は、「ぜひ行
い

こう」に続
つづ

かないので、×

政府

奨学金

東北地方

かまくら祭り

直径

代わりに

ろうそく

落ち着く

おもち

甘酒

実現する

せいふ

しょうがくきん

とうほくちほう

かまくらまつり

ちょっけい

かわりに

おちつく

あまざけ

じつげんする

government

scholarship

North East region

snow hut festival

diameter

instead of

candle

to relax

rice cake

sweet sake

to make happen

政府

奖学金

东北地区

雪窑洞庙会

直径

替代

蜡烛

沉着 ; 镇静 ; 安静

年糕

甜米酒

实现
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◆ふりがな付き正解文

 電
でん

気
き

の代
か

わりに、ろうそくの火
ひ

が使
つか

われていて、

 ＝電
でん

気
き

ではなく、ろうそくの火
ひ

が使
つか

われていて、

   石
せき

油
ゆ

の代
か

わりに、トウモロコシやパーム椰
や

子
し

などの植
しょく

物
ぶつ

を利
り

用
よう

した再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーの開
かい

発
はつ

がますます進
すす

むだろう。

北海道 

東北

関東

東海

近畿

北陸

中部

中国

四国

九州

沖縄

 太
ふと

字
じ

の部
ぶ

分
ぶん

は正
せい

解
かい

です。正
せい

解
かい

が入
はい

った正
ただ

しい文
ぶん

をもう一
いち

度
ど

読
よ

んで、

読
よ

む力
ちから

をつけましょう。

　私
わたし

は 2
は た ち

0 歳になるまで雪
ゆき

を見
み

たことがありませんでした。私
わたし

の国
くに

は一
いち

年
ねん

中
じゅう

暑
あつ

くて、雪
ゆき

はまったく降
ふ

らないからです。だから、いつか

日
に

本
ほん

に行
い

って、雪
ゆき

を見
み

てみたいものだと思
おも

っていました。

　去
きょ

年
ねん

、日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

から奨
しょう

学
がく

金
きん

をもらって、秋
あき

田
た

大
だい

学
がく

で勉
べん

強
きょう

すること

になった時
とき

は本
ほん

当
とう

にうれしかったです。なぜなら、秋
あき

田
た

県
けん

は東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

にあって、雪
ゆき

がたくさん降
ふ

る所
ところ

として有
ゆう

名
めい

だからです。

　私
わたし

が秋
あき

田
た

へ行
い

ったのは雪
ゆき

が最
もっと

も多
おお

い２月
がつ

です。初
はじ

めて見
み

る雪
ゆき

は白
しろ

くて、軽
かる

くて、本
ほん

当
とう

にきれいでした。そして、大
だい

学
がく

の先
せん

生
せい

がその時
とき

行
おこな

われていた「かまくら祭
まつ

り」に連
つ

れて行
い

ってくださいました。「か

まくら」は雪
ゆき

で作
つく

られた丸
まる

い家
いえ

のようなものです。「かまくら」の

大
おお

きさは高
たか

さ３メートル、直
ちょっ

径
けい

３メートルぐらいで、大
お と な

人が６人
にん

ぐ

らい入
はい

れるものもありました。「かまくら」の中
なか

に入
はい

る前
まえ

、こんな

雪
ゆき

の中
なか

はきっと冷
つめ

たくて寒
さむ

いだろうと思
おも

いましたが、外
そと

よりずっと

暖
あたた

かかったので、びっくりしました。電
でん

気
き

の代
か

わりに、ろうそくの

火
ひ

が使
つか

われていて、とても心
こころ

が落
お

ち着
つ

きました。みんなでおもちを

食
た

べたり、甘
あま

酒
ざけ

を飲
の

んだりして過
す

ごしました。この日
ひ

は長
なが

い間
あいだ

の夢
ゆめ

が実
じつ

現
げん

してうれしかったです。また機
き

会
かい

があったら、ぜひ行
い

こうと

思
おも

っています。

ほっかいどう

とうほく

かんとう

とうかい

きんき

ほくりく

ちゅうぶ

ちゅうごく

しこく

きゅうしゅう

おきなわ


